記 六 日 <summer> Hyunckel & 
IMlaam 


芳 流 (kaoru ) 


https://wwwr.pDixiV.ne び novel/show.php?id=17920568 
ダイ の 大 冒険 ヒュ ンマ , ヒュ ン ケ ル , マ ァ ム , 原作 終了 後 


Twitter に あげ て いた 超 短 文 の うつ ち 「 記 念 日 」 が テー マ に な っ て いる 
ヒュ ンマ 作品 を まとめ た も の 。 

分 か りや すい よう に 、 物 語 中 の 時 系 列 に 合わ せ て 並び 替え て あり ま 
す 。 

上 厳密 に 吉 う と 、「 プロ ポー ズ の 日 」 か ら 前 の 作品 は 、 シ リー ズ 的 に 
は 「 村 の くら し 」 よ り も 前 の 時 間 軸 の 作品 で す が 、 置 き 場 に 迷っ て 
ここ に 入れ まし た 。 


この タイ プ の 作品 は 、 ま た 溜まっ た ら 、CP ご と に まとめ て いき ま 
す 。 


2022.06.03 - 06.22 Twitter に 投稿 。 
2022.07.09 ヒュ ンマ スタ ー フ ェ ス 合わ せ で 再編 集 。 
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記 逐 日 く Ssummer> Hyunckel &Maam 
ロー ズ の 日 6 月 2 日 カー ル 王 立 植 物 園 に て 

忘 人 の 日 6 月 12 日 リン ガイ ア 北 部 山中 に て 
プロ ポー ズ の 日 6 月 5 日 何処 か の 地 で 

夏至 6 月 2 1 日 リン ガイ ア 北 部 山裾 の 町 に て 


海の日 7 月 18 日 パプ ニカ 西部 岸壁 の 町 に て 


ロー ズ の 日 

先生 に 案内 し て も ら っ た 土 立 植物 園 は 、 広 大 な 敷地 に 、 豊か に 
木々 が 生い茂っ て いた 。 

その 奥 の 方 に 、 少 し 趣 が 違う 庭 が あっ た 。 


鳥 の よう に 遠 つ っ 枝 に 、 首 を 傾げ る よう に 咲く 大 輪 の 花 。 
薔薇 園 だ っ た 。 


見 て くだ さい マ ァ ム 、 と 先生 が その 一 角 に 私 を 案内 する 。 

そこ に は 、 他 の 薔薇 と は 少し 離さ れ 、 す くっ と 立っ た 、 1 本 の 薔 
徴 が あっ た 。 

それ は 、 初 め て 見 る 色 を し て いた 。 

「 青い 薔薇 は 咲か せる の が 難し いん で す よ 。 

や っ と 1 本 、 咲 いて くれ まし た 。 』 


青い 薔 徴 。 
先生 は そう 吉 っ た けれ ども 、 私 は その 気高く 、 備 い 色 に 、 あ る 人 


の 姿 を 思い 浮か べた 。 
誇り 高き 、 孤 高 の 戦士 。 


この 薔薇 は 、 そ の 人 の 穫 と 、 同 じ 色 に 思え た 。 
心 の 中 で 呼び か ける 。 


ヒュ ン ケ ル 、 あ な た の 色 ね 。 


避 真 Ac photo 様 


師 人 の 日 
その 地 は 、 二 深く 、 冬 が 長い 。 


この 日 も 、 外 は 、 厚 く 雪 が 積もっ て いた 。 


ほとん ど 害 の 降ら な い 地 方 で 育っ た 私 に は 、 雪 の 上 は 歩き に くく 
て 仕方 が な いい 。 

積もっ た ば か りな ら と も か く 、 一 晩 経つ と 、 固 く 凍 っ て し まっ う 。 
足 を 取ら れ て 、 怖 いく らい に 、 よ く 滑 る 。 

私 は 、 慎重 に 、 足 を 進め た 。 

「 マ アム 。」 

呼び か けら れ て 顔 を 上 げ る と 、 私 の 前 に 手 が 差 し 出さ れ た 。 
見 る と 、 彼 が 、 優 し い 眼差し で 、 私 に 左手 を 差し 出し て いた 。 珍 
し いこ と に 、 ほ ん の 少 し 、 そ の 類 が 染まっ て いる よう に 見 えた 。 

「 あ り が と う 、 ヒ ュ ン ケル 。 」 

私 は 、 ぎ ゅ っ と 、 彼 の 左手 を 右手 で 握っ た 。 

きっ と 、 私 が 歩き に くそ うに し て る か ら 、 手 を 差し 伸 べ て くれ た 
の だ ろう っ つ 。 

そう は わか っ て いて も 、 嬉 し か っ た 。 

私 の 類 も 、 少 し だ け 赤 く な る 。 


そう や っ て 、 彼 に 手 を 引か れ て いる うつ ち に 、 私 の 方 も 歩き 慣れ て 
きた 。 

も う 滑 ら な い だ ろ っ つ 。 

「 も つう 大 丈夫 よ 、 ヒ ュ ン ケル 。 」 

いつ まで も 手 を 引い て も ら う の も 悪い 気 が し て 、 そ う 吉 っ た 。 
する と 、 彼 は 足 を 止め て 、 私 を 振り 返っ た 。 

その 真 撃 な 眼差し に 射 抜か れ 、 私 は どき けり と し た 。 

「 俺 が 、 こ うし て いた い 。」 

彼 は 、 ひ と こと 、 そ う 吉 つう つと 、 ま た 前 を 向い て 足 を 進め た 。 


私 の 手 を ぎゅ っ と 握っ た まま 。 
彼 の 左手 に 、 ほ ん の 少し 、 力 が 込め られ た の を 感じ た 。 
私 の 類 が ます ます 赤く な る 。 


つない だ 手 か ら 流 れ 込 むように 、 彼 の 気持 ち が 伝 わっ て くる よう 
な 気 が し た 。 
きっ と 、 私 の 思い も 、 同 じ よ うに 伝わっ て いる の だ ろう 。 


思い を 伝え 合え る っ て 、 こ ん な に も 、 幸 せな こと だ っ た ん だ 。 


写真 Ac photo 様 


プロ ポー ズ の 日 

俺 の 人 生 は 、 あ の と き 終 わる は ず だ っ た 。 戦 い に 敗 れ た 戦士 の 未 
路 は 一 つ し か な しい)。 

だ が 、 お 前 は それ を 許し は し な か っ た 。 

お 前 の 手 か ら 返 され た の は 、 卒 業 の 証 だ け で は な か っ た 。 

俺 は あの と き 、 か た ちな きも の を お 前 か ら 受 け 取 っ た 。 


誰か を 大 事 に 思う こと 。 
ひと を 愛 お し く 思 うこ と 。 
お 前 か ら 岳 えら れ た ちい さ な 種 火 は 、 俺 の 中 で 、 次 第 に 大 き な 炎 


と な っ て いっ た 。 

そし て 、 お 前 か ら 受 け 取 っ た 何 か を 、 俺 は また 、 他 の 者 に 渡し て 
ゆく 。 

そん な 生き 方 が 俺 に で きる と は 思わ な か っ た 。 

それ も 、 お 前 に 出会え た か ら だ 。 


俺 の すべ て は 、 お 前 と と も に ある 。 
だ か ら 、 ひ と つ だ け 、 俺 に わが まま を 喜 わ せ て ほし いり 。 


「 お 前 と と も に 、 生 き て いき た い 。 」 


窪 ぐ べ 寺 SG つか が 半 で で 人 で 生 S で お "| 禄 っ 衣 で ね 絢 G 閉 光 玉 1 で つる なっ" 
で 失 。 谷 定め 寺 つ きつ で 人 る お" 

分 定 Q 中 人 る ① 吊 で で GS” 設立 QG 思 ね や や で で る で ね" 

内 で SG つが 全社 で や 00GW 倫 福 人 る ぐ 王 公記 で る ね" 


甘 る W 素 統 で りや | 

ら う つゆ 落 仙 つて 照り っ の" 

介 宮 人 る ① 地 の だ ぐっ めで 纏 ざさ 轄 @ せ や 叶 共 り 
か で 近 の つや で で やう で ね " 

vw つり ^ 府 福 全 Q 吾 遍 で ね 尽 人 る 之 で ポ お | 民 @ 吉 ソロ 
有 つ りら" 

wo る S 詩 和 か 選 会 補 り や で の で 昭 で で 人 る や" 

v で の つの / 仙 定 り 王 4 ね 人 る ぐり 


ー ズ の 日 


塵 @G 全 とり 5” 仙 宮 の つつ の の や りり SQ 
や で 人 る の ぐら つ ざ で や 人 や ~ 較 じ な 公選 他 で も りり つ っ“ 
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文庫 メー カー 


夏至 

北 の 大 地 の 短 い 夏 は 、 沈 ま ぬ 太 陽 に 祝福 され て いる 。 

その 日 差し を 少し で も 頂く が た め だ ろ つか 。 夏至 の 夜 は 、 街 中 が 
祭り の 喧騒 に 酔っ て いた 。 


露店 で 買っ た ジン の グラ ス を 喉 に 流し 込み 、 ヒ ュ ン ケル は 裕 を 仰 
だ 

普段 な ら 、 學 に 眠り に つく 時 間 に な っ て いた が 、 こ の 北限 の 街 で 
は 、 大 地 に 帰ろ うと し な い 太 陽 が 、 仏 か な 明か り を 地上 に 投げ か け 
て いた 。 

「 こ の 国 は ・・・ こ ん な に 明る か っ た ん だ な 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 か つて 、 こ の 国 で 暮らし て いた 冬 の 記憶 を 思い 起 
27e9 

あの と き と 同 じ 街 を 見 て いる は ず な の に 、 何 も か も が 明る く 見 え 
る 。 
それ は 、 た だ 季節 の 違い だ け で は な い だ ろ っ つ 。 


「 あ 、 見 て ! ヒュ ン ケ ル 。 」 

彼 の 隣 で マ ァ アム が 、 屋 台 の 一 つ を 指さし た 。 

見 る と 、 花 冠 や 花束 を 売っ て いる 店 だ っ た 。 

ふた けり で 、 屋台 の 前 まで 行く と 、 マ アム は 、 し ゃ が ん で 花冠 を 見 
て いた 。 

「 か わし 1 - 素敵 ね ! 」 

「 花束 も ある な 。 」 

「 つ ん 。 そ れ も 素 敵 。 

で も 、 私 に は いい の 。 」 

「 そつ うつ な の か ? 」 
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その 花束 は ね 、 夏 全 の 日 の 夜 に 、 そ の 花束 を 枕 の 下 に 入れ て 眠る 


と 、 未 来 の 旦那 さん と 夢 で 達 え る ん で すっ て 。 

私 は も う ・・・ 出 会 っ て いる か らい い の 。 」 
「 そ うか ・・・。 

な ら 、 こ れ は どう つう だ? 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 そう 吉 う と 、 和 花冠 を マ ア ム の 頭 に ふわ り と 乗せ 
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上 宗 と ビ ピン ク の 花 で 編 ま れ た 、 自 然 の サー クレ ッ ト だ っ た 。 

マ ァ ム は いっ た ん 手 に 取り 、 そ し て 、 そ の 花 の 色 を 認め る と 、 そ 
の 意味 に 気付 いた 。 ほ ん の り と 類 を 染め 、 ま た それ を 頭 に 載せ た 。 
「 気に入っ つた の な ら 、 買 お うか 。 」 

「 あり が と う 、 ヒ ュ ン ケル 。 」 

そう 喜 っ て 、 マ アァ アム は ヒュ ン ケ ル に 手 を 伸ばし た 。 

ヒュ ン ケ ル が 、 そ の 手 を 握り 返す 。 


二 人 の 握ら れ た 手 を 、 和 白夜 の 灯り が 包ん で いた 。 
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海の日 

「 私 、 内 陸 育 ち だ か ら 、 海 っ て あん まり 見 た こと な くっ て 。 
「 俺 も 先生 に 見 せ て も ら っ た の が 最初 だ っ た 。 」 

「 き れい ね 。 い い お 天 気 で よかっ た 。 」 

「 あ あ 。 」 


「 前 に ね 、 こ こ に 来 た と き 、 貴 方 と 一 緒 に 見 た いな あっ て 思っ た 
の 。 
だ か ら 、 今 日 は 一 緒 で 良かっ た 。 」 

「 それ な ら 、 ま た 来る か 。 」 

「 し し U! の ? 」 

「 あ あ 。 

また 一 緒 に 来 よ う 。 

何 年 経っ て も 、 い くつ に な っ て も 、 な 。 」 
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